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Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 20,000 0 合計 20,000,000 円
需用費 495,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 20,000 0 工事請負費 2,874,960 円
備品購入費 16,630,040 円

一般財源 0 0 0 0

職員人件費　② 0 0 2,635 0

総事業費（①＋②） 0 0 22,635 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0 前年度繰越金

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和５

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

年

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

度

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

（

要

総合計画
分野 教育文

令

化

基本施策 文化・芸術

和

施策体系
施策の内容 文

４

化芸術の拠点づくり

目

年

　
　
　
的

　中央図書館

度

2階の特別閲覧室及び

評

読書振興室

主
た
る
内
容

価

○内装及び設備の改修

）

工事
における学習環境

刈

を整備するとともに、

谷

学習 ○個別ブース型デ

市

スク（デスクライト及

事

びＵ
図書等を充実させ

務

ることで、市民の学習

事

機会 　ＳＢ端子付き）

業

及び書架の設置
の充実

評

を図る。 ○寄附概要
　

価

・寄附日　　令和3年

シ

10月20日
　・寄附

ー

金額　20,000,

ト

000円

位
置
づ
け

関連

（

計画 刈谷市文化振興基

様

本計画

根拠法令 刈谷市

式

図書館条例

対象者 市民

１

等利用者 事業期間 令和

）

３年度 ～ 令和４年度

実

会

施方法 ■直営　□委託

計

　□指定管理　□補助

名

・助成　□その他

担当部 教育部

一般会

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

計

年度実績 ３年度実績 ４

中

年度実績 ５年度計画

　

央

・中央図書館特別閲覧

図

室等改 （Ｒ3繰越分）

書

　
　 　修工事 ・中央図

館

書館特別閲覧室等改 　

学

　 ・個別ブース型デス

習

ク及び書 　修工事 　
　

環

　架の設置 ・個別ブー

境

ス型デスク及び書 　
　

整

　　――――――― 　

備

架の設置 　　　―――

事

――――
・図書の購入

業

　3,126冊

　中央

担

図書館の学習環境を整

当

備（個別ブース、デス

課

クライト、ＵＳＢ端子

中

、ＰＣ用ブースの設置

央

）するとともに、学習

図

図

成果
書等を充実させ

書

た。

　継続的に利用ニ

館

ーズを把握し計画的に

款

整備する必要がある。

項

課題

指標名称（単位）

目

実績値 目標値

２年度 ３

担

年度 ４年度 ５年度 ７年

当

度

活動 机設置数（特別

係

閲覧室・読書振興室）

中

（台） 118 118 1

央

25 ― ―
指標
活動
指標

図

　寄附金による事業の

書

ため、比較無し。
他市

館

との
比較検証

1



5 4

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　多様化す

令

る利用者の学習ニーズ

和

に対応するため、ＰＣ

５

や
・法的業務

高い
タブ

年

レット端末が利用でき

度

るよう電源を整備する

（

ことは必
必要性 ・市民

令

ニーズ、社会需要 要不

和

可欠である。
・市民生

４

活上必要である　など

年

　受験時期を工期から

度

除くことで、利用者の

評

利便性に配慮
・コスト

価

の節減、費用対効果
普

）

通
する。

効率性 ・執行

刈

体制の効率性
・手段の

谷

最適性　など

　図書館

市

の運営に直接的に関わ

事

る内容の事業であるた

務

め、
・市が主体となっ

事

て実施する
普通

実際に

業

運営する刈谷市が主体

評

となって実施するべき

価

事業で
妥当性 　べき事

シ

業であるか ある。
・総

ー

合計画との整合性　な

ト

ど

　中央図書館学習室

（

及び読書振興室が図書

様

館利用者により

施策へ

式

の ・施策への貢献度
普

２

通
安全快適な学習環境

）

となるために、本事業

会

が果たす役割は
・目標

計

達成度 大きい。
貢献度

名

・市民サービスへの効

担

果　など

今後の方向性

当

□拡充　□現状維持　

部

□改善・効率化　□縮

教

小　■終期設定　□休

育

止・廃止

　中央図書館

部

学習室及び読書振興室

一

が図書館利用者により

般

安全快適な学習環境で

会

あり続けるために、利

計

用者の要望に
合わせた

中

事業運営を行っていく

央

。

図書館

Ｃ
 
　
Ｈ

学

 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 

習

　
∧
　
評
　
価
　
∨

環境整備事業
担当課 中央図書館

款 項 目 担当係 中央図書館
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内小中学校 　　　　　　　　　　2,443点　作作文募集
　応募作品数　1,561点 ・森三郎童話紙芝居 ・森三郎童話紙芝居
・森三郎童話紙芝居 　　60セット作成 　  60セット作成
　  60セット作成

　最優秀作品の書籍化と寄贈により、全国の公立図書館を通じて刈谷市からの文化情報の発信及び文化芸術作品の創造が

成果
図られた。また、刈谷市内の小中学生の夏休みの課題として、森三郎作品に関する読書感想文及び創作作文の募集により

、子どもたちに森三郎が郷土の文化人であることの周知が図られ、幼児園、保育園等に森三郎童話紙芝居を配布すること

により、童話作品に親しんでもらうことができた。

　新型コロナウイルスの影響から減少した応募数が、令和３年度には以前の水準まで戻ってきたものの、令和４年度には

減少したため、小中学校へのＰＲ含め幅広く発信手段を検討し、森三郎を市内外に顕彰する必要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ７年度

活動 全国募集応募作品数（点） ― ― 393 ― ―
指標
活動 子ども部門応募作品数（点） 1,561 2,917 2,443 3,300 3,600
指標

  半田市の「第34回新美南吉童話賞」（刈谷市は第7回森三郎童話賞）。原稿規定は、部門により異なる
他市との が、3～7枚以

Ｄ

内（刈谷市は25～3

　

0枚）。一般の部、最

　

優秀賞1点　賞金50

　

万円、優秀賞2点　5

Ｏ

万円、特別賞3
比較検

　

証 点　3万円。（刈谷

　

市は最優秀賞1点　賞

∧

金50万円、優秀賞1

　

点　10万円、佳作4

　

点　3万円）応募作品

実

総数は1
,841点（

　

刈谷市は393点）。

　
施
　
　
∨

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 8,131 1,014 3,221 8,624 合計 3,220,561 円
報償費 689,625 円

財
　
源

特定財源 1 18 6 27 需用費 996,771 円
役務費 1,428,000 円

一般財源 8,130 996 3,215 8,597 委託料 106,165 円

職員人件費　② 7,839 3,596 5,647 4,975

総事業費（①＋②） 15,970 4,610 8,868 13,599

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0 冊子等頒布収入

６年度以降の事業費見込 0

令和

Ｐ
　

５

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 文

令

化・芸術
施策体系

施策

和

の内容 創作・発表の機

４

会づくり

目
　
　
　
的

　

年

刈谷市出身で戦後の日

度

本を代表する童話作

主

評

た
る
内
容

○3年に1回

価

、森三郎童話賞全国募

）

集を実施す
家森三郎を

刈

、刈谷市を代表する文

谷

化人の一人 　る。
とし

市

て顕彰するとともに、

事

刈谷からの文化情 ○森

務

三郎童話賞子ども部門

事

として、毎年市内
報の

業

発信及び文化芸術作品

評

の創造を図る。 　小中

価

学生から森三郎作品の

シ

読書感想文や創
　作作

ー

文を募集し、優秀者を

ト

表彰する。
○森三郎刈

（

谷市民の会に協力を得

様

て、童話の
　紙芝居を

式

作成し、市内の幼児園

１

、保育園、
　小中学校

）

等に配布する。

位
置
づ

会

け

関連計画 刈谷市文化

計

振興基本計画

根拠法令

名

刈谷市図書館条例

対象

担

者 市民等 事業期間 平成

当

１６年度 ～

実施方法 ■

部

直営　□委託　□指定

教

管理　□補助・助成　

育

□その他

部

一般会計
森三郎

Ｂ
　
事
　

顕

業
　
実
　
績

２年度実績

彰

３年度実績 ４年度実績

事

５年度計画

・第6回森

業

三郎童話賞全国募集・

担

子ども部門読書感想文

当

・創 ・第7回森三郎童

課

話賞全国募集・第7回

中

森三郎童話賞全国募集

央

　の審査及び表彰 　作

図

作文募集 　作品募集 　

書

の審査及び表彰
・最優

館

秀作品書籍化及び市内

款

　　市内小中学校応募

項

作品　   　応募作品

目

　　　　　393点・

担

最優秀作品書籍化及び

当

市内
　小中学校や全国

係

公立図書館 　　　　　

中

　　　　　2,917

央

点・子ども部門読書感

図

想文・創 　小中学校や

書

全国公立図書館
　への

館

寄贈 ・森三郎童話紙芝

1

居 　作作文募集 　への

0

寄贈
・子ども部門読書

5

感想文・創 　  60

4

セット作成   　市内小中学校応募作品　 ・子ども部門読書感想文・創
　作作文募集　市



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

  郷土の文化人のひと

令

りである森三郎を顕彰

和

する事業は、
・法的業

５

務
高い

刈谷市からの文

年

化情報の発信のひとつ

度

として有効であり、
必

（

要性 ・市民ニーズ、社

令

会需要 また森三郎が戦

和

後を代表する童話作家

４

であることを広く周
・

年

市民生活上必要である

度

　など 知することによ

評

り、創作・発表の機会

価

作りとなる。

  童話

）

賞の全国募集は、募集

刈

年度、審査表彰書籍化

谷

年度、
・コストの節減

市

、費用対効果
普通

検討

事

年度という3年サイク

務

ルで実施しており、応

事

募件数もほ
効率性 ・執

業

行体制の効率性 ぼ同数

評

で事業が認知されてい

価

ることから、現在の方

シ

法は効
・手段の最適性

ー

　など 率的である。ま

ト

た、子ども部門を創設

（

したことにより、小
中

様

学校生に郷土の文化人

式

を周知できる。
  刈

２

谷市から文化情報の発

）

信をするという目的の

会

ため、特
・市が主体と

計

なって実施する
高い

に

名

子ども部門の募集にお

担

いては、教育委員会、

当

小中学校と
妥当性 　べ

部

き事業であるか の連携

教

、協力が不可欠であり

育

、市が主体で実施する

部

ことが
・総合計画との

一

整合性　など 妥当であ

般

る。

  創作・発表の

会

場として童話賞の募集

計

は有効であり、子ど

施

森

策への ・施策への貢献

三

度
高い

も部門の創設は

郎

、小中学生時代から創

顕

作活動に取り組める
・

彰

目標達成度 ため有意義

事

である。また、森三郎

業

童話原作の紙芝居を作

担

成
貢献度 ・市民サービ

当

スへの効果　など し、

課

関係機関へ配布したこ

中

とも文化情報の発信に

央

効果があ
る。

今後の方

図

向性 □拡充　■現状維

書

持　□改善・効率化　

館

□縮小　□終期設定　

款

□休止・廃止

  今後

項

も刈谷市から文化情報

目

の発信及び文化芸術作

担

品の創造を図るために

当

も事業の継続は必要で

係

あり引き続き実施し
て

中

いく。

央図書
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館

　
Ｈ
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Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨
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4

約システム端末（蔵書検 共予約システム端末（蔵書検
索用） 索用） 索用） 索用）

　図書館システムの運用により、分館、市民センターを含め図書館が利用しやすい環境となっている。また、図書館シス

成果
テムの更新に伴い、利便性を向上することができた。

　現状の課題把握に努め、利用者にとってより高い利便性のあるシステムになるよう検討する必要がある。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ７年度

成果 インターネット予約件数（件) 41,711 51,292 53,791 60,000 70,000
指標

指標
　近隣市の、令和3年度Ｗｅｂ予約数は、安城市214,168冊、高浜市10,268件、知立市8,494件、碧南市

他市との 35,491冊。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 7,167 7,167 7,194 7,087 合計 7,194,456 円
委託料 2,571,360 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 使用料及び賃借料
4,623,096 円

一般財源 7,167 7,167 7,194 7,087

職員人件費　② 4,853 4,921 3,765 2,6

Ｄ

79

総事業費（①＋②

　

） 12,020 12,

　

088 10,959 9

　

,766

建
設
事
業

全体

Ｏ

事業費（単位：千円）

　

0 ４年度特定財源名称

　

４年度までの累積事業

∧

費 0

６年度以降の事業

　

費見込 0

　
実
　
　
施
　
　
∨

令和５

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

年

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

度

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

（

合計画
分野 教育文化

基

令

本施策 文化・芸術
施策

和

体系
施策の内容 文化芸

４

術の拠点づくり

目
　
　

年

　
的

　図書館システム

度

の運用により、分館、

評

市民

主
た
る
内
容

○図書

価

館システムの維持管理

）

委託
センターを含め、

刈

図書館を利用しやすい

谷

環境
とする。

位
置
づ
け

市

関連計画 刈谷市文化振

事

興基本計画

根拠法令 図

務

書館法 刈谷市図書館

事

条例

対象者 市民等利用

業

者 事業期間 平成元年度

評

～

実施方法 ■直営　■

価

委託　□指定管理　□

シ

補助・助成　□その他

ート （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

名

績

２年度実績 ３年度実

担

績 ４年度実績 ５年度計

当

画

蔵書管理及び貸出・

部

返却・検 蔵書管理及び

教

貸出・返却・検 蔵書管

育

理及び貸出・返却・検

部

蔵書管理及び貸出・返

一

却・検
索・予約等の業

般

務を行う図書 索・予約

会

等の業務を行う図書 索

計

・予約等の業務を行う

図

図書 索・予約等の業務

書

を行う図書
館システム

館

の借上げ及び機器 館シ

シ

ステムの借上げ及び機

ス

器 館システムの借上げ

テ

及び機器 館システムの

ム

借上げ、機器保
保守管

管

理委託。 保守管理委託

理

。 保守管理委託。 守管

事

理委託。
［図書館シス

業

テム］ ［図書館システ

担

ム］ ［図書館システム

当

］ ［図書館システム］

課

Ｗｅｂサーバー1台、

中

業務サーＷｅｂサーバ

央

ー1台、業務サーＷｅ

図

ｂサーバー1台、業務

書

サーＷｅｂサーバー1

館

台、業務サー
バー1台

款

、業務用端末機21台

項

、バー1台、業務用端

目

末機21台、バー1台

担

、業務用端末機21台

当

、バー1台、業務用端

係

末機21台、
利用者開

中

放端末7台、その他公

央

利用者開放端末7台、

図

その他公利用者開放端

書

末7台、その他公利用

館

者開放端末7台、その

1

他公
共予約システム端

0

末（蔵書検 共予約シス

5

テム端末（蔵書検 共予



　① 71,148 61,431 65,876 72,009 合計 65,875,871 円
報酬 3,118,556 円

財
　
源

特定財源 19 21 21 29 職員手当等 622,896 円
旅費 242,400 円

一般財源 71,129 61,410 65,855 71,980 需用費 18,120,138 円
役務費 752,989 円

職員人件費　② 5,600 8,328 10,541 9,950 委託料 33,311,306 円
使用料及び賃借料

総事業費（①＋②） 76,748 69,759 76,417 81,959 9,122,716 円
備品購入費 584,870 円

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0 行政財産目的外使用料

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和５

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 教育文化

基本施

令

策 文化・芸術
施策体系

和

施策の内容 文化芸術の

４

拠点づくり

目
　
　
　
的

年

　中央図書館の適正な

度

維持管理を行い、施設

評

主
た
る
内
容

○光熱水費

価

の支払い、施設修繕及

）

び建物清掃
の環境を最

刈

適に保つ。 　委託等

位

谷

置
づ
け

関連計画 刈谷市

市

文化振興基本計画

根拠

事

法令 図書館法、刈谷市

務

図書館条例 

対象者 市

事

民等利用者 事業期間 平

業

成２年度 ～

実施方法 ■

評

直営　■委託　□指定

価

管理　□補助・助成　

シ

□その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　

計

業
　
実
　
績

２年度実績

名

３年度実績 ４年度実績

担

５年度計画

・開館日数

当

　250日 ・開館日数

部

　285日 ・開館日数

教

　284日 ・開館日数

育

　290日予定

　施設

部

の設備等が適切に維持

一

管理され、中央図書館

般

が快適に多くの市民に

会

利用されている。

成果

計

　設備等の経年劣化等

中

による不具合は、重要

央

度に応じて優先順位を

図

考えながら修繕等の対

書

応をしていく必要があ

館

る。

課題

指標名称（単

管

位）
実績値 目標値

２年

理

度 ３年度 ４年度 ５年度

事

７年度

成果 入館者数（

業

人） 231,010 3

担

10,311 317,

当

100 320,000

課

330,000
指標

 

中

指標
　近隣市の、令和

央

3年度入館者数は、安

図

城市498,869人

書

、高浜市59,914

館

人、知立市180,4

款

90人、碧南市196

項

,804
他市との 人。

目

比較検証

担当係 中央図書館

Ｃ
　
事
　
業

1

　
コ
　
ス
　
ト

単位：千

0

円
２年度 ３年度 ４年度

5

５年度 ４年度

（決算）

4

（決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費



6 12,586 14,142 合計 12,585,884 円
需用費 5,419,608 円

財
　
源

特定財源 2 2 3 11 役務費 129,400 円
委託料 6,940,055 円

一般財源 12,068 12,164 12,583 14,131 使用料及び賃借料 96,821 円

職員人件費　② 3,360 6,057 5,647 3,827

総事業費（①＋②） 15,430 18,223 18,233 17,969

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0 行政財産目的外使用料

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和５

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 教育文化

基本施

令

策 文化・芸術
施策体系

和

施策の内容 文化芸術の

４

拠点づくり

目
　
　
　
的

年

　城町図書館の適正な

度

維持管理を行い、施設

評

主
た
る
内
容

○光熱水費

価

の支払い、施設修繕及

）

び建物清掃
の環境を最

刈

適に保つ。 　委託等

位

谷

置
づ
け

関連計画 刈谷市

市

文化振興基本計画

根拠

事

法令 図書館法　刈谷市

務

図書館条例

対象者 市民

事

等利用者 事業期間 ～

実

業

施方法 ■直営　■委託

評

　□指定管理　□補助

価

・助成　□その他

シート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

計

年度実績 ３年度実績 ４

名

年度実績 ５年度計画

・

担

開館日数　249日 ・

当

開館日数　279日 ・

部

開館日数　279日 ・

教

開館日数　284日予

育

定

　施設の設備等が適

部

切に維持管理され、城

一

町図書館が快適に多く

般

の市民に利用されてい

会

る。

成果

　設備等の経

計

年劣化等による不具合

城

は、重要度に応じて優

町

先順位を考えながら修

図

繕等の対応をする必要

書

がある。

課題

指標名称

館

（単位）
実績値 目標値

管

２年度 ３年度 ４年度 ５

理

年度 ７年度

成果 入館者

事

数（人） 30,622

業

40,197 38,2

担

52 42,000 45

当

,000
指標

 
指標

　

課

近隣市の、令和3年度

中

入館者数は、安城市4

央

98,869人、高浜

図

市59,914人、知

書

立市180,490人

館

、碧南市196,80

款

4
他市との 人。
比較検

項

証

目 担当係 中央図書

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

館

ス
　
ト

単位：千円
２年

1

度 ３年度 ４年度 ５年度

0

４年度

（決算） （決算

5

） （決算） （予算） 事

4

業費内訳

事業費　① 12,070 12,16



,543 28,407 10,450 12,509 合計 10,449,589 円
需用費 4,115,667 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 10 役務費 235,603 円
委託料 5,994,919 円

一般財源 22,543 28,407 10,450 12,499 使用料及び賃借料 46,200 円
備品購入費 57,200 円

職員人件費　② 3,360 6,057 11,294 8,879

総事業費（①＋②） 25,903 34,464 21,744 21,388

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和５

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

年

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

度

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

（

計画
分野 教育文化

基本

令

施策 文化・芸術
施策体

和

系
施策の内容 文化芸術

４

の拠点づくり

目
　
　
　

年

的

　富士松図書館の適

度

正な維持管理を行い、

評

施

主
た
る
内
容

○光熱水

価

費の支払い、施設修繕

）

及び建物清掃
設の環境

刈

を最適に保つ。 　委託

谷

等

位
置
づ
け

関連計画 刈

市

谷市文化振興基本計画

事

根拠法令 図書館法 刈

務

谷市図書館条例

対象者

事

市民等利用者 事業期間

業

平成１２年度 ～

実施方

評

法 ■直営　■委託　□

価

指定管理　□補助・助

シ

成　□その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　

計

事
　
業
　
実
　
績

２年度

名

実績 ３年度実績 ４年度

担

実績 ５年度計画

・開館

当

日数　227日 ・開館

部

日数　279日 ・開館

教

日数　279日 ・開館

育

日数　284日予定

　

部

施設の設備等が適切に

一

維持管理され、富士松

般

図書館が快適に多くの

会

市民に利用されている

計

。

成果

　設備等の経年

富

劣化等による不具合は

士

、重要度に応じて優先

松

順位を考えながら修繕

図

等の対応をする必要が

書

ある。

課題

指標名称（

館

単位）
実績値 目標値

２

管

年度 ３年度 ４年度 ５年

理

度 ７年度

成果 入館者数

事

（人） 42,768 6

業

0,507 61,11

担

4 65,000 70,

当

000
指標

 
指標

　近

課

隣市の、令和3年度入

中

館者数は、安城市49

央

8,869人、高浜市

図

59,914人、知立

書

市180,490人、

館

碧南市196,804

款

他市との 人。
比較検証

項 目 担当係 中央図書

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス

館

　
ト

単位：千円
２年度

1

３年度 ４年度 ５年度 ４

0

年度

（決算） （決算）

5

（決算） （予算） 事業

4

費内訳

事業費　① 22



4

10,311 317,100 320,000 330,000
指標

指標
　自館の改修・修繕のため、比較無し。

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 52,572 25,342 62,214 0 合計 62,213,800 円
工事請負費 62,213,800 円

財
　
源

特定財源 0 10,000 30,000 0

一般財源 52,572 15,342 32,214 0

職員人件費　② 2,053 4,542 3,765 0

総事業費（①＋②） 54,625 29,884 65,979 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0 公共施設維持保全基金繰入金

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和５

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

年

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

度

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

（

合計画
分野 教育文化

基

令

本施策 文化・芸術
施策

和

体系
施策の内容 文化芸

４

術の拠点づくり

目
　
　

年

　
的

　中央図書館の施

度

設を改修し、来館者の

評

安全

主
た
る
内
容

〇外壁

価

改修工事
確保と快適な

）

施設空間の提供を図る

刈

。 〇大会議室加湿器取

谷

替工事

位
置
づ
け

関連計

市

画 刈谷市文化振興基本

事

計画

根拠法令 刈谷市図

務

書館条例

対象者 市民等

事

利用者 事業期間 ～

実施

業

方法 ■直営　■委託　

評

□指定管理　□補助・

価

助成　□その他

シート （様式１）

Ｂ

会

　
事
　
業
　
実
　
績

２年

計

度実績 ３年度実績 ４年

名

度実績 ５年度計画

・排

担

煙窓修繕・受水槽修繕

当

・照明器具取替・時計

部

塔1階扉・外壁改修工

教

事 　
・揚水ポンプ修繕

育

・3階男子ト取替・大

部

会議室音響設備取替 ・

一

大会議室加湿器取替工

般

事 　
イレ小便器センサ

会

ー取替修繕 ・館内時計

計

制御機更新・おは 　
・

中

トップライトシーリン

央

グ修 なしコーナーカー

図

テン設置・ 　
繕・西側

書

出入口自動扉修繕 屋上

館

防水改修・トップライ

施

ト 　　　――――――

設

―
・外壁劣化調査業務

改

委託・吸 廻り等シーリ

修

ング改修・外灯
収式冷

事

温水発生機等改修工事

業

電気回路切替工事・時

担

計塔内
・中央監視装置

当

改修工事・空 部爆裂補

課

修・展示コーナー他
気

中

調和機、エアハンドリ

央

ング ブラインド等設置

図

・授乳室設
ユニット加

書

湿器取替工事 置及び備

館

品購入
　施設の安全性

款

を確保及び利便性を向

項

上するための修繕等を

目

行い、中央図書館が快

担

適に多くの市民に利用

当

されている。

成果

　設

係

備等の経年劣化等は、

中

重要度に応じて優先順

央

位を考えながら改修等

図

の対応をしていく必要

書

がある。

課題

指標名称

館

（単位）
実績値 目標値

1

２年度 ３年度 ４年度 ５

0

年度 ７年度

入館者数（

5

人） 231,010 3



和3年度貸出数は、安城市1,964,507点、高浜市143,222点、知立市368,800点、碧南市459,31
他市との 4点。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 65,716 79,206 83,385 97,484 合計 83,384,655 円
報酬 60,650,712 円

財
　
源

特定財源 140 132 109 131 職員手当等 11,395,855 円
旅費 1,175,820 円

一般財源 65,576 79,074 83,276 97,353 需用費 2,253,987 円
役務費 5,014,566 円

職員人件費　② 20,532 23,469 24,470 24,876 使用料及び賃借料
2,893,715 円

総事業費（①＋②） 86,248 102,675 107,855 122,360

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0 コピー代実費徴収金

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

５

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

文化・芸術
施策体系

施

和

策の内容 文化芸術の拠

４

点づくり

目
　
　
　
的

　

年

図書の貸出、返却及び

度

閲覧事務の管理を行

主

評

た
る
内
容

○図書の貸出

価

、返却及び閲覧事務を

）

行うため
い、市民の教

刈

養、調査研究、余暇等

谷

に対し、 　の会計年度

市

任用職員の雇用
資料を

事

提供する。 ○書誌デー

務

タや図書の装備・修理

事

に必要な用
　品の購入

業

○学校及び幼児園、保

評

育園へ団体貸出する図

価

　書の運搬

位
置
づ
け

関

シ

連計画 刈谷市文化振興

ー

基本計画

根拠法令 図書

ト

館法　刈谷市図書館条

（

例

対象者 市民等利用者

様

事業期間 ～

実施方法 ■

式

直営　■委託　□指定

１

管理　□補助・助成　

）

□その他

会計名 担当部 教育

Ｂ
　
事
　

部

業
　
実
　
績

２年度実績

一

３年度実績 ４年度実績

般

５年度計画

・貸出人数

会

　206,983人 ・

計

貸出人数　　270,

貸

641人 ・貸出人数　

出

　270,265人 ・

閲

貸出人数　　280,

覧

000人
・貸出冊数　

管

962,691冊 ・貸

理

出冊数　1,260,

事

180冊 ・貸出冊数　

業

1,252,933冊

担

・貸出冊数　1,30

当

0,000冊
・コロナ

課

対策用図書除菌機の
　

中

設置

　図書の貸出、返

央

却及び閲覧等の業務が

図

適切に管理され、快適

書

な読書環境の充実が図

館

られている。

成果

　今

款

後も利用者からの声を

項

聞き、より快適な利用

目

環境を整える必要があ

担

る。

課題

指標名称（単

当

位）
実績値 目標値

２年

係

度 ３年度 ４年度 ５年度

中

７年度

成果 貸出人数（

央

人） 206,983 2

図

70,641 270,

書

265 280,000

館

290,000
指標
成

1

果 貸出冊数（冊） 96

0

2,691 1,260

5

,180 1,252,

4

933 1,300,000 1,400,000
指標

　近隣市の、令



充実させ、生涯学習活動を支援した。また市民に開かれた身近な「知の源泉」と

成果
して公共図書館にふさわしい資料の収集ができた。

　毎年度各施設の蔵書や利用状況、規模に応じた資料を収集し、保存、除籍を行っているが、適正な蔵書管理を行う必要

がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ７年度

活動 購入冊数（冊） 21,505 19,324 19,830 20,000 21,000
指標
成果 貸出冊数（冊） 962,691 1,260,180 1,250,654 1,300,000 1,400,000
指標

　近隣市の、令和3年度貸出数は、安城市1,964,507点、高浜市143,222点、知立市368,800点、碧南市
他市との 459,314点。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 49,374 47,329 46,590 43,004 合計 46,589,988 円
需用費 8,613,100 円

財
　
源

特定財源 50 50 50 0 備品購入費 37,976,888 円

Ｄ

一般財源 49,324

　

47,279 46,5

　

40 43,004

職員

　

人件費　② 6,346

Ｏ

8,328 10,54

　

1 8,420

総事業費

　

（①＋②） 55,72

∧

0 55,657 57,

　

131 51,424

建

　

設
事
業

全体事業費（単

実

位：千円） 0 ４年度特

　

定財源名称

４年度まで

　

の累積事業費 0 図書館

施

事業費寄附金

６年度以

　

降の事業費見込 0

　
∨

令和

Ｐ
　

５

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 文

令

化・芸術
施策体系

施策

和

の内容 文化芸術の拠点

４

づくり

目
　
　
　
的

　図

年

書館の所蔵資料を充実

度

させ、利用者の読

主
た

評

る
内
容

○一般書、児童

価

書、視聴覚資料、外国

）

図書、
書意欲に応え、

刈

生涯学習に寄与する。

谷

  雑誌、新聞等の購

市

入
補正　寄附金により

事

図書の充実を図る。 ○

務

図書購入用としていた

事

だいた寄附金により
 

業

 図書を購入する。
　

評

1　寄附者　　刈谷ロ

価

ータリークラブ
　2　

シ

寄附日　　令和4年5

ー

月23日
　3　寄附金

ト

額　50,000円

位

（

置
づ
け

関連計画 刈谷市

様

文化振興基本計画

根拠

式

法令 図書館法　刈谷市

１

図書館条例

対象者 市民

）

等利用者 事業期間 ～

実

会

施方法 ■直営　□委託

計

　□指定管理　□補助

名

・助成　□その他

担当部 教育部

一般会

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

計

年度実績 ３年度実績 ４

図

年度実績 ５年度計画

・

書

購入資料数　21,5

等

05冊 ・購入資料数　

購

19,324冊 ・購入

入

資料数　22,612

事

冊 ・購入資料数　19

業

,830冊
内訳 内訳 内

担

訳 内訳
・一般図書　　

当

12,307冊 ・一般

課

図書　　11,791

中

冊 ・一般図書　　　1

央

1,210冊 ・一般図

図

書　　11,010冊

書

・児童図書　　 8,

館

397冊 ・児童図書　

款

　 6,818冊 ・児

項

童図書　　 　7,6

目

38冊 ・児童図書　　

担

 6,320冊
・視聴

当

覚資料　   584

係

点 ・視聴覚資料　  

中

 514点 ・視聴覚資

央

料　　　 437点 ・

図

視聴覚資料　 1,3

書

90点
・外国図書　　

館

　 217冊 ・外国図

1

書　　　 201冊 ・

0

外国図書他　 　　2

5

01冊 ・外国図書他　

4

 2,110冊
・寄付金購入図書 3,126冊

　様々な情報収集のための図書館資料を



者（人） 14 12 21 20 20
指標

　童話講座は森三郎童話賞とのタイアップのため、比較無し。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 555 494 526 658 合計 526,080 円
報償費 220,000 円

財
　
源

特定財源 14 12 21 20 需用費 29,700 円
委託料 276,380 円

一般財源 541 482 505 638

職員人件費　② 3,210 4,921 6,776 6,123

総事業費（①＋②） 3,765 5,415 7,302 6,781

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0 講座受講料

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

５

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 文

令

化・芸術
施策体系

施策

和

の内容 鑑賞・体験の機

４

会づくり

目
　
　
　
的

　

年

講師を招いて講座等を

度

開催することで、読

主

評

た
る
内
容

○童話を書く

価

講座の開催（年10回

）

）
書への興味と教養の

刈

向上を図る。 ○読書講

谷

演会の開催（年1回）

市

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

事

市文化振興基本計画

根

務

拠法令 刈谷市図書館条

事

例

対象者 市民等 事業期

業

間 ～

実施方法 ■直営　

評

■委託　□指定管理　

価

□補助・助成　□その

シ

他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　
業
　
実

計

　
績

２年度実績 ３年度

名

実績 ４年度実績 ５年度

担

計画

・読書講演会参加

当

者　103人 ・読書講

部

演会参加者　41人 ・

教

読書講演会参加者　 

育

76人 ・読書講演会参

部

加者　100人
　講師

一

　 ドリアン助川氏 　

般

講師　 石川　結貴氏

会

　講師　藤　真知子氏

計

・童話講座参加者　 

講

　20人
　演題　「生

座

きることの、も 　演題

等

　「コロナ禍の差別と

開

　演題　「まほうの世

催

界の
　　　　　うひと

事

つの意味」 　　　　　

業

分断をどう乗り越 　　

担

　　　とっておきのお

当

・童話講座参加者　 

課

　14人 　　　　　え

中

るか～共生社会 　　　

央

　　話」
　　　　　を

図

目指して私たち ・童話

書

講座参加者　 　21

館

人
　　　　　にできる

款

こと～」
・童話講座参

項

加者　 　12人

　著

目

名な童話作家の藤真知

担

子氏をお迎えし、その

当

世界観に基づいた講演

係

会を催し、関連本を展

中

示・貸出しすることに

央

より

成果
読書活動を推

図

進することができた。

書

　講演会の周知方法を

館

幅広く検討していく必

1

要がある。

課題

指標名

0

称（単位）
実績値 目標

5

値

２年度 ３年度 ４年度

4

５年度 ７年度

成果 講演会参加者（人） 103 41 76 100 200
指標
成果 童話講座受講



託料 1,483,056 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 1,440 1,441 1,483 1,569

職員人件費　② 523 606 1,054 765

総事業費（①＋②） 1,963 2,047 2,537 2,334

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ４年度特定財源名称

４年度までの累積事業費 0

６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

５

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

文化・芸術
施策体系

施

和

策の内容 文化芸術の拠

４

点づくり

目
　
　
　
的

　

年

図書館3館、市民セン

度

ター等4カ所を結び、

評

主
た
る
内
容

○各施設間

価

の図書運搬業務委託（

）

週3回）
図書の貸出返

刈

却の利便性の向上を図

谷

る。

位
置
づ
け

関連計画

市

刈谷市文化振興基本計

事

画

根拠法令 刈谷市図書

務

館条例

対象者 市民等利

事

用者 事業期間 平成１２

業

年度 ～

実施方法 □直営

評

　■委託　□指定管理

価

　□補助・助成　□そ

シ

の他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　
業
　

計

実
　
績

２年度実績 ３年

名

度実績 ４年度実績 ５年

担

度計画

・巡回実施回数

当

144回(週3回) ・

部

巡回実施回数145回

教

(週3回) ・巡回実施

育

回数144回(週3回

部

) ・巡回予定回数14

一

5回(週3回)

　各図

般

書館、市民センター等

会

の間で資料の受渡しが

計

早くなり、利用者の利

巡

便性の向上が図られた

回

。

成果

　要望に応じて

サ

、実施回数を増やすこ

ー

とを検討していく必要

ビ

がある。

課題

指標名称

ス

（単位）
実績値 目標値

事

２年度 ３年度 ４年度 ５

業

年度 ７年度

活動 実施回

担

数（回） 144 145

当

144 145 144
指

課

標
 

指標
　近隣市の、

中

サービスポイント数は

央

、安城市12か所、高

図

浜市2か所、知立市0

書

か所、碧南市7か所。

館

他市との
比較検証

款 項 目 担当係 中央

Ｃ

図

　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

書

単位：千円
２年度 ３年

館

度 ４年度 ５年度 ４年度

1

（決算） （決算） （決

0

算） （予算） 事業費内

5

訳

事業費　① 1,44

4

0 1,441 1,483 1,569 合計 1,483,056 円
委


